
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校訓         「学而不厭」 （がくじふえん）これで十分と満足することなく常に学び続けようとすること          
蔵王小学校教育目標  「豊かな心を持ちたくましく伸びる子」 
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ＮＯ．           1年間の子どもたちの学び、努力が実る 3学期 
 3学期に入り、とてもうれしい賞を２つもいただきました。 

 第 16回ふくやま子ども「生きる」美術展小林徳三郎賞（学校賞） 
（主催：ふくやま美術館、福山市、福山市教育委員会、後援：府中市教育委員会など） 

 第 42回西日本新春書道展県知事賞（最優秀校） 
（主催：書の心書道会、後援：読売新聞福山支局など） 

 ふくやま子ども「生きる」美術展では 1 月 12 日（日）にふくやま美術館において、西日本新春書道展

では、1月 26日（日）にニューキャッスルホテルにおいて、それぞれ大きな賞を受賞された本校児童と保

護者の方ともに表彰式に参加しました。 

 どちらの表彰式でも主催者の方のお話の中で、蔵王小学校に決めるにあたり、子どもたちの作品の全

体をみて判断してくださったこと、また、子どもの作品の中に、先生方の指導、支援が子どもの力につな

がっていることが見えてきます、といったお話もいただきました。 

  この度は、２つの学校賞という形で蔵王小学校の子どもたちを励ましていただくことになりました。普段

の蔵王小学校の子どもたちの努力が、このように認めていただけることは、とてもありがたいことです。 

ふくやま子ども「生きる」美術展では、

大賞を受賞した今井咲希さん（3年生）は

学校支援委員さんとの稲刈りを題材

に、優秀賞を受賞した 太田祐輝さん（6

年生）、奨励賞を受賞した福重結大さん

（6年生）、木村仁野香さん （5年生）の 3名

は、金管バンドへの想いを絵と作文に表

した作品が受賞につながりました。 

昔遊びの体験（1年生 生活科、学校支援委員さんとの学習より） 
 1月 24日（金）、1年生、生活科の学習で、学校支援委員の皆様がご準備くださった竹とんぼ、コマ

回し、お手玉、紙でっぽう作りなど、いろいろな昔遊びに、子どもたちが体いっぱい使って挑戦しました。

こまがうまく回らず、何度も挑戦したり、紙でっぽうで大きな音が出るように手の振り方をいろいろ工夫

したり、できるようになるまで一生懸命でした。 

昔の遊びは、体を使って、できるようになるまで粘り強く挑戦したくなるところがおもしろいですね。 

今回も、学校支援委員の皆様、本当にありがとうございました。 

西日本新春書道展では表彰式で広島県知事賞を受賞した

後藤愛羽さん（6年生）が受賞者の代表としてあいさつをしま

した。堂々とした姿も、とても立派でした。 

※今回、特別な賞を多くの子どもたちが受賞しました。読売新聞（1月 24日）

に掲載されましたので、校内に掲示しています。 

ふくやま美術館に展示された今井咲希さんの作品 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福山市教育メール配信システムの変更：「すぐメール」から「すぐーる」へ 

 来年度から、福山市のメール配信システムが変更になります。そこで、2月 28日（金）の参観日には、

各学級懇談会の中で新たなメール配信システムへの設定を保護者の皆様のスマートフォンにしていた

だく予定です。（もし、参観日の学級懇談会にご出席できない場合は、マニュアルをご覧になりながらご

自分で設定していただくことになります。） 

 3 月以降、新システム「すぐーる」での運用を始める予定（4 月からは完全移行）ですので、できる限

り 2 月 28 日の参観日には「すぐーる」の設定をお願いしたいと考えています。なお、6 年生につきまし

ても、ご卒業後、4 月以降に連絡をさせていただくこともありますので、「すぐーる」への設定をお願いし

ます。 

蔵王小学校で大切にしたいこと：セルフ・メディアコントロールの力 

 蔵王小学校の子どもたちは、次のグラフにありますように、テレビゲーム等に費やす時間がとても少な

いというデータがあります。（今年度、「全国学力・学習状況調査」児童質問紙の回答結果より）SNSや

動画視聴に費やす時間も同じ傾向にあります。 

 これは、ご家庭でのお子様への働きかけが十分あるからだと思います。学校で取り組んでいるメディア

コントロール週間の「チャレンジカード」にも、多くの保護者の方々が励ましの言葉を書いてくださってい

ます。また、子どもの話の中にも、「きのう、家でこれを作ったよ。」と、紙でつくった工作を見せてくれた

り、「クリスマスプレゼントでもらったアクセサリーキットで、これを作ったよ。」と、見せてくれたりします。中

には、「本を書いたよ。」と、読ませてくれる人もいます。ゲームだけでなく、実際に手を使ってものを作っ

たり、創作したりすることなど、多様な体験をご家庭でされているということが伝わってきます。 

 蔵王小学校の子どもたち、そしてご家庭でのこのような姿は、とても大切にしたい「文化」のようなもの

だと思います。ぜひ、この「文化」をお子様が続けていけるようにと心の中で願っています。 

蔵王小 
グラフの左側

が少なけれ

ば、ゲーム等

の時間が少な

いといえます。 

「4時間以上」が蔵王小は県や全国平均の約 5分の 1、「全くしない」が県や全国平均の約 2.8倍です。 

普段（月曜日から金曜日）、1 日あたりどれくらいの時間、テレビゲーム（コンピュータゲーム、携帯式の

ゲーム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも含む）をしますか 

4時間以上 全くしない 


